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広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要　
　

第
二
部　

第
五
八
号　

二
〇
〇
九　

三
五
三

－

三
六
二

元
田
永
孚
の
思
想
形
成

― 

近
世
後
期
肥
後
藩
に
お
け
る
教
育
の
中
で 

―

ア
ン
デ
ィ
ー
・
バ
ン
キ
ッ
ト
・
セ
テ
ィ
ア
ワ
ン

（
受
理
日
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
六
日
）

は
じ
め
に

　

明
治
天
皇
の
側
近
、
元
田
永
孚
（
一
八
一
八

－

一
八
九
一
）
に
焦
点
を
あ
て
て
、
近
代
日

本
の
天
皇
制
と
儒
学
思
想
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
、
元
田
が
思
想
形
成
を
し
た

社
会
の
教
育
・
学
問
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
元
田
永
孚
の
青
年
期
に
お
け

る
知
的
環
境

－

師
匠
や
学
友
な
ど

－

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
元
田
永
孚
の
思

想
形
成
に
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
か
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

文
政
元
年
生
ま
れ
の
元
田
永
孚
は
、
明
治
天
皇
の
侍
講
の
職
に
就
い
た
明
治
四
年
の
時
点

で
、
既
に
五
四
歳
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
元
田
永
孚
の
思
想
の
形
成
と
そ
の
成
熟
は
、

明
治
維
新
後
で
は
な
く
、
む
し
ろ
近
世
後
期
の
世
界
に
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

り
、
明
治
維
新
以
降
の
思
想
的
活
動
や
議
論
な
ど
も
、
こ
う
し
た
近
世
後
期
に
成
熟
し
た
思

想
の
一
角
と
し
て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
世
後
期
に
お
け
る
元
田
永
孚
の
思
想
形
成
に
つ
い
て
は
未
だ
十
分
議

論
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る⑴

。
多
く
の
研
究
は
、
維
新
以
降
の
彼
の
思
想
的
・
政
治

的
活
躍
を
主
と
し
て
お
り
、
特
に
彼
の
明
治
期
教
育
へ
の
貢
献
、
明
治
期
に
お
け
る
儒
教
思

想
の
復
活
に
対
す
る
貢
献
な
ど
に
関
心
を
集
中
し
て
き
た
。
し
か
し
、
明
治
天
皇
の
側
近
と

な
っ
た
時
点
、
五
四
歳
以
降
を
分
析
す
る
だ
け
で
、
彼
の
思
想
の
全
体
を
批
評
す
る
こ
と
は
、

あ
ま
り
に
も
不
十
分
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
沼
田
哲
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
天
保
十
二
年
の

元
田
永
孚
が
時
習
館
を
退
き
実
学
党
を
形
成
し
た
こ
と
を
軸
に
し
、
元
田
永
孚
と
横
井
小
楠

（
実
学
党
）
と
の
関
わ
り
で
思
想
を
分
析
す
る
視
点
も
、
文
政
元
年
か
ら
天
保
十
二
年
に
い

た
る
二
四
年
間
の
空
白
、
そ
こ
に
お
け
る
学
問
形
成
が
、
視
野
の
外
に
置
か
れ
て
い
る
点
で

不
満
が
残
る
。
む
し
ろ
、
二
四
歳
の
人
間
に
は
、
あ
る
程
度
の
人
格
・
教
養
が
既
に
形
成
さ

れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
の
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
元
田
永
孚
の
思
想
史
研
究
の
空
白
を
埋
め
る
た
め
に
、
本
稿
で
は
元
田
永
孚
の

青
年
期
（
文
政
元
年
か
ら
実
学
党
の
結
成
、
天
保
十
二
年
ま
で
）
に
お
け
る
教
育
状
況
を
分

析
し
、
そ
の
時
期
に
お
け
る
彼
の
思
想
形
成
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。「
青

年
期
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
教
育
を
受
け
、
ど
の
よ
う
な
知
的
体
験
を
し
た
の
か
」
と
い
う
、

知
的
環
境
が
形
成
し
た
彼
の
思
想
を
中
心
に
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

一
　
熊
本
肥
後
藩
の
教
育
形
態
と
横
井
小
楠
の
実
学

一

－

一
　
熊
本
肥
後
藩
の
教
育
形
態

　

肥
後
藩
に
お
け
る
藩
の
教
育
活
動
は
、
近
世
中
期
に
細
川
重
賢
（
一
七
二
〇

－

一
七
八
五
）

が
藩
主
に
な
っ
て
か
ら
本
格
的
に
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
重
賢
自
身
の
学
問
へ
の
関
心
に
所
以

す
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
肥
後
藩
の
財
政
の
危
機
と
い
う
政
治
状
況
が
そ
の
背
景
に

あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
重
賢
は
財
政
再
建
の
た
め
に
、
人
材
育
成
に
注
目
し
た
。
そ

れ
は
彼
が
肥
後
に
入
国
し
た
と
き
に
述
べ
た
「
困
窮
の
内
に
も
文
武
の
心
懸
け
忘
却
こ
れ
な

き
様
に
い
た
し
た
く
存
じ
候
事⑵

」
と
い
う
発
言
か
ら
窺
え
る
。
藩
主
重
賢
の
教
育
熱
心
の
象

　

本
論
文
は
、
課
程
博
士
候
補
論
文
を
構
成
す
る
論
文
の
一
部
と
し
て
、
以
下
の
審
査
委
員

に
よ
り
審
査
を
受
け
た
。

　

審
査
委
員
：
中
村
春
作
（
主
任
指
導
教
員
）、
倉
地
暁
美
、
大
塚　

豊
、
西
原
大
輔
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徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
藩
校
時
習
館
と
再
春
館
の
建
設
で
あ
る
。
時
習
館
は
宝
暦
四
年

に
建
設
さ
れ
、
漢
学
、
国
学
、
習
字
、
習
礼
、
算
術
、
音
楽
、
故
実
の
学
問
が
主
な
授
業
と

し
て
設
け
ら
れ
た
、
ま
た
、
再
春
館
は
宝
暦
六
年
に
建
設
さ
れ
、
そ
の
教
育
は
医
学
が
中
心

で
あ
っ
た
。『
新
熊
本
市
史
』
に
は
「
再
春
館
の
教
育
目
的
・
理
念
は
長
岡
内
膳
に
よ
る
『
再

春
館
壁
書
』
や
村
井
見
朴
に
よ
る
『
再
春
館
会
約
』
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

前
者
で
は
、
医
は
仁
術
で
あ
る
こ
と
、
治
療
と
学
業
で
は
学
業
を
も
っ
ぱ
ら
に
す
る
こ
と
、

師
を
尊
ぶ
こ
と
を
述
べ
、
後
者
で
は
医
学
の
あ
り
方
や
良
医
を
六
事
や
四
徳
と
結
び
つ
け
、

気
運
・
律
原
・
経
絡
・
本
草
・
脈
色
・
方
法
を
六
事
と
し
、
医
才
・
医
学
・
識
量
・
文
章
を

四
徳
と
し
て
良
医
の
あ
る
べ
き
姿
を
述
べ
て
い
る
」
と
あ
る⑶

。
時
習
館
は
肥
後
藩
の
人
材
育

成
機
関
と
さ
れ
、
優
等
で
あ
れ
ば
庶
民
身
分
の
人
で
も
藩
校
時
習
館
、
さ
ら
に
時
習
館
の
エ

リ
ー
ト
を
養
成
し
た
寮
に
ま
で
進
学
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。『
新
熊
本
市
史
』
に
よ

れ
ば
、
こ
の
伝
統
が
慶
應
二
年
に
も
続
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る⑷

。

　

時
習
館
と
再
春
館
の
ほ
か
に
も
、
現
熊
本
県
内
に
は
い
く
つ
か
の
学
校
、
私
塾
、
寺
子
屋

が
存
在
し
た
。
宝
暦
六
年
に
建
設
さ
れ
た
伝
習
堂
や
、
宝
暦
一
三
年
に
宇
土
藩
に
建
設
さ
れ

た
温
知
館
で
あ
る
。
寺
子
屋
の
状
況
を
見
る
と
、
熊
本
肥
後
藩
に
お
け
る
教
育
へ
の
熱
意
が

分
か
る
。
寺
子
屋
は
宝
暦
か
ら
明
治
に
か
け
て
八
四
三
校
が
新
し
く
建
設
さ
れ
、
特
に
天
保

や
嘉
永
、
安
政
の
年
内
に
新
設
さ
れ
た
寺
子
屋
の
数
は
非
常
に
多
く
、
天
保
年
内
（
一
四
年

間
）
に
一
九
六
校
、
嘉
永
年
内
（
六
年
間
）
に
一
三
四
校
、
そ
し
て
安
政
年
内
（
六
年
間
）

に
一
三
四
校
が
新
し
く
建
設
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
寺
子
屋
教
育
を
担
っ
た
の
は
誰
で
あ
ろ
う

か
。『
新
熊
本
市
史
』
の
「
寺
子
屋
師
匠
の
身
分
」
の
項
目
を
見
る
と
、
寺
子
屋
の
師
匠
全

体
の
約
五
八
％
は
武
士
、
続
い
て
庶
民
（
約
三
一
％
）、
続
い
て
僧
侶
（
約
三
％
）、
残
り
は

農
民
や
神
官
、
医
者
な
ど
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
知
識
の
育
成
を
担
っ
た
階

層
は
医
者
や
儒
学
者
な
ど
の
よ
う
な
専
門
的
知
識
階
層
で
は
な
く
、
む
し
ろ
武
士
と
庶
民

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
学
校
・
寺
子
屋
の
教
育
に
加
え
て
、
熊
本
肥
後
藩
内
に
は
私
塾
も
多
数
あ
っ
た

が
、
私
塾
の
設
立
者
ま
た
は
校
主
・
校
長
の
ほ
と
ん
ど
は
藩
校
時
習
館
の
関
係
者

－

教
授
あ

る
い
は
助
教

－
出
身
者
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
役
割
は
、
藩
校
時
習
館
の

－

現
代
語
で
い
え
ば

－

予
備
校
と
塾
の
役
割
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
、
熊
本
肥
後
藩
の
教
育
世
界

は
藩
校
時
習
館
の
色
に
染
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う⑸

。

　

以
上
説
明
し
て
き
た
藩
校
、
私
塾
と
寺
子
屋
の
ほ
か
に
も
、
手
習
所
や
御
家
人
稽
古
所
が

あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
よ
り
影
響
力
を
有
し
た
藩
校
と
私
塾
、
そ
し
て
民
衆
に
幅
広
く
普
及

し
た
寺
子
屋
の
み
取
上
げ
た
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
は
、
次
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
一
、

宝
暦
以
降
の
熊
本
肥
後
藩
の
教
育
の
繁
栄
は
藩
の
政
策

－

人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
教
育

－

に
よ
っ
て
起
き
た
。
特
に
こ
の
任
務
を
担
っ
た
の
が
藩
校
時
習
館
で
あ
る
。
二
、
私
塾
や
寺

子
屋
の
よ
う
な
藩
校
時
習
館
以
外
の
教
育
機
関
の
ほ
と
ん
ど
が
藩
校
と
深
い
関
わ
り
を
も
っ

て
い
た
。
私
塾
が
時
習
館
の
教
育
の
補
助
的
役
割
を
果
た
す
一
方
、
寺
子
屋
出
身
の
庶
民
も

成
績
が
優
等
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者
は
時
習
館
に
進
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
た

教
育
状
況
の
背
後
に
は
藩
の
人
材
登
用
シ
ス
テ
ム
が
あ
っ
た
。
肥
後
藩
の
教
育
機
関
の
多
く

は
－

直
接
的
ま
た
は
間
接
的
に

－

人
材
登
用
シ
ス
テ
ム
に
繋
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
三
、

以
上
の
教
育
シ
ス
テ
ム
を
担
っ
た
の
は
、
主
に
武
士
で
あ
っ
た
。
右
の
三
点
の
中
で
も
、
特

に
第
二
点
は
近
世
後
期
肥
後
藩
の
教
育
状
況
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
藩
校
と
私
塾
が
一

体
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
、
他
藩
に
は
見
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

一

－

二
　
時
習
館
の
教
育
と
横
井
小
楠
の
思
想
的
批
判

　

こ
こ
ま
で
近
世
後
期
熊
本
肥
後
藩
の
教
育
環
境
を
述
べ
て
き
た
が
、
さ
ら
に
よ
り
具
体
的

に
み
て
み
よ
う
。

　

藩
校
の
時
習
館
は
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
時
習
館
の
設

立
は
当
時
の
藩
の
経
済
・
政
治
状
況
と
非
常
に
関
わ
っ
て
お
り
、
藩
の
人
材
の
育
成
が
目
的

と
さ
れ
た⑹

。
そ
れ
は
以
下
の
『
時
習
館
学
規
』
か
ら
見
て
取
れ
る
。

維
れ
宝
暦
五
年
乙
亥
の
春
、
我
が
公
新
に
学
館
を
興
し
、
扁
し
て
時
習
と
言
う
。
国
の

子
弟
を
し
て
業
を
其
の
中
に
肄
わ
令
む
。
…
…（
中
略
）…
…
其
の
耳
目
を
し
て
、
異
物

に
触
る
ヽ
も
遷
ら
ざ
ら
使
む
る
は
、
人
倫
を
敦
う
し
英
才
を
育
て
、
而
し
て
国
の
用
に

供
す
る
所
以
な
り⑺

。

『
新
熊
本
市
史
』
は
、
肥
後
藩
で
の
学
校
の
建
設
の
動
き
は
宝
暦
二
年
以
前
に
も
既
に
あ
っ

た
が
、
実
際
の
行
政
的
な
手
続
き
な
ど
は
宝
暦
二
年
以
降
に
行
わ
れ
た
と
し
て
お
り
、
具
体

的
に
は
、「
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）、
藩
主
重
賢
は
堀
平
太
左
衛
門
に
学
寮
係
を
申
し
つ
け

た
が
、
同
四
年
十
月
に
一
門
の
長
岡
内
膳
忠
秀
が
学
寮
の
世
話
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
同
年

一
二
月
に
学
寮
を
時
習
館
、
武
芸
所
を
東
榭
・
西
榭
と
称
し
て
藩
校
が
完
成
し
た
」
と
あ
る⑻

。

そ
し
て
時
習
館
が
開
校
さ
れ
た
の
は
翌
年
、
宝
暦
五
年
で
あ
っ
た⑼

。

　

時
習
館
が
開
校
さ
れ
る
以
前
に
も
肥
後
藩
に
は
既
に
数
人
の
儒
者
が
い
た
。
た
と
え
ば
、

僧
侶
の
日
収
（
一
五
七
九

－

一
六
五
〇
）
や
北
島
雪
山
（
一
六
三
六

－

一
六
九
七
）、
大
塚

退
野
（
一
六
七
七

－

一
七
五
〇
）、
井
上
雪
溪
（
一
六
八
四

－

一
七
三
九
）、
藪
慎
庵

（
一
六
八
九

－

一
七
四
四
）、
そ
し
て
後
に
時
習
館
の
初
代
教
授
に
な
っ
た
秋
山
玉
山

（
一
七
〇
二

－

一
七
六
三
）
な
ど
が
い
た
が
、
時
習
館
の
設
立
時
に
は
、
既
に
そ
の
多
く
は

亡
く
な
っ
て
お
り
、
当
時
、
代
表
的
な
儒
者
と
さ
れ
た
の
は
秋
山
玉
山
で
あ
っ
た
。
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宝
暦
四
年
に
設
立
の
時
習
館
教
授
に
任
じ
ら
れ
た
秋
山
玉
山
は
、
ど
の
よ
う
な
教
育
理
念

で
時
習
館
を
指
導
し
た
の
か
。
玉
山
が
作
成
し
宝
暦
五
年
に
発
布
さ
れ
た
『
時
習
館
学
規
』

を
見
て
み
よ
う
。『
時
習
館
学
規
』
に
は
、
時
習
館
の
教
育
目
標
や
過
程
な
ど
が
記
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
中
か
ら
、
初
代
教
授
の
秋
山
玉
山
の
教
育
方
針
、
あ
る
い
は
時
習
館
全
体
の
教

育
方
針
が
窺
え
る
。
玉
山
は
「
異
物
に
触
る
ヽ
も
遷
ら
ざ
れ
使
む
る
は
、
人
倫
を
敦
う
し
英

才
を
育
て
、
而
し
て
国
の
用
に
供
す
る
」
と
、
教
育
の
基
礎
的
目
的
を
述
べ
た
後
、
次
の
よ

う
に
述
べ
る
。

今
や
長
幼
を
斯
の
館
に
会
し
、
以
て
来
学
の
便
に
従
う
。
其
の
教
は
則
ち
文
行
忠
信
、

其
の
書
は
則
ち
詩
書
易
春
秋
三
礼
、
其
の
事
は
則
ち
礼
楽
射
御
書
数
な
り
。
聖
は
邈
な

り
と
雖
ど
も
、
方
策
具
わ
り
存
す
。
此
に
由
り
て
之
を
求
め
ん
か
、
則
ち
亦
以
て
畔
か

弗
る
べ
き
に
庶
幾
か
ら
ん
か⑽

。

そ
し
て
、
玉
山
は
実
施
し
よ
う
と
し
た
時
習
館
の
教
育
過
程
を
具
体
的
に
、
ま
ず
、「
音
義

詳
明
な
る
者
を
択
び
以
て
子
弟
の
句
読
を
文
授
せ
し
む
。
凡
そ
子
弟
の
句
読
を
受
く
る
は
、

赴
館
の
早
晩
を
以
て
、
之
が
先
後
と
為
す
。
先
ず
孝
経
論
語
を
授
け
、
次
に
五
経
諸
書
に
及

ぶ
（
後
略
）
…
…
」
と
す
る
。
そ
し
て
、「
経
義
に
疎
通
せ
る
者
を
択
び
、
毎
月
三
八
の
日

を
以
て
、
尊
経
堂
に
講
説
せ
し
む
。
必
ず
襟
を
斂
め
て
正
座
し
、
従
容
と
し
て
教
諭
し
、
主

と
し
て
孝
弟
忠
信
、
師
を
隆
び
友
に
親
し
む
の
説
を
以
て
須
へ
し
（
後
略
）
…
…
」
と
時
習

館
の
学
習
段
階
を
説
明
す
る
。
そ
し
て
次
の
段
階
と
し
て
、「
筆
論
精
熟
な
る
者
を
択
び
て
、

蒙
穉
に
誨
う
る
に
把
筆
法
、
及
び
千
文
急
就
章
等
の
書
を
以
て
す
（
後
略
）
…
…
」、
そ
の

上
の
段
階
は
、「
善
く
容
を
為
む
る
者
を
択
び
て
、
童
幼
に
訓
う
る
に
定
省
視
饍
及
び
酒
掃

応
待
。
坐
立
進
止
等
の
儀
を
以
て
す
（
後
略
）
…
…
」
と
す
る
。
さ
ら
に
、
玉
山
は
時
習
館

の
学
風
を
、「
学
業
は
、
厳
し
く
課
程
を
立
つ
こ
と
を
須
要
と
す
。
孝
経
論
語
一
科
、
易
書

詩
一
科
、
春
秋
三
伝
一
科
、
周
礼
二
載
記
一
科
、
是
を
正
業
と
為
す
。
古
義
を
主
と
す
と
雖

ど
も
、
新
注
を
廃
せ
ず
。
彼
此
参
考
し
て
、
必
ず
至
当
に
帰
し
て
止
む
」
と
提
示
し
て
い
る⑾

。

　

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
時
習
館
の
設
立
目
的
は
肥
後
藩
の
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
、
特

に
藩
政
に
有
用
な
役
人
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
っ
た
が
、『
時
習
館
学
規
』
か
ら
見
る
限
り
、

玉
山
が
す
す
め
た
教
育
方
針
は
、
文
献
講
読
中
心
の
教
育
だ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
中
身
も
、

あ
ら
ゆ
る
注
釈
・
解
釈
を
参
考
に
す
る
折
衷
的
な
立
場
を
取
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た

折
衷
的
な
秋
山
玉
山
の
思
想
的
の
立
場
に
つ
い
て
、
笠
井
助
治
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。「
玉
山
の
最
初
の
師
水
足
屏
山
は
、
嘗
て
浅
見
絗
斎
に
崎
門
の
学
を
受
け
、
の
ち
、
徂

徠
を
宗
師
と
仰
ぎ
、
玉
山
が
最
も
長
く
師
事
し
た
林
鳳
岡
は
正
統
の
朱
子
学
派
で
あ
り
、
彼

の
在
府
中
の
交
友
に
は
服
部
南
郭
を
始
め
徂
徠
学
徒
が
多
か
っ
た
。
か
か
る
関
係
か
ら
彼
の

思
想
は
極
め
て
包
容
的
で
あ
っ
た
。
長
く
林
門
に
出
入
り
し
な
が
ら
程
朱
の
偏
狭
に
拘
泥
す

る
こ
と
も
な
く
、
折
衷
寛
容
の
態
度
を
も
っ
て
藩
主
重
賢
の
真
意
を
体
し
、
専
ら
藩
国
有
用

の
人
材
育
成
に
努
め
た
。
彼
の
定
め
た
時
習
館
学
規
に
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
彼
の
思
想
が
包

容
的
で
あ
っ
た
と
共
に
、
玉
山
の
重
ん
じ
た
所
は
、
主
と
し
て
古
学
・
古
註
で
あ
っ
た
。
彼

が
古
註
に
共
鳴
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
徂
徠
学
徒
と
の
交
歓
に
因
る
も
の
と
思
わ
れ
る
」⑿

。

玉
山
の
詩
人
と
し
て
の
生
活
も
少
な
か
ら
ず
そ
の
文
献
主
義
と
折
衷
的
な
姿
勢
形
成
に
貢
献

し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
、
こ
う
し
た
教
育
方
針
の
下
に
な
さ
れ
た
時
習
館
の
授
業
は
、
実
際
ど
の
よ
う
な
も

の
だ
っ
た
の
か
。
以
下
は
、
時
習
館
の
授
業
科
目
で
あ
る
。

「
漢
学
・
習
字
・
習
礼
」

以
上
が
日
々
の
授
業
科
目
で
あ
り
、
さ
ら
に
後
に
国
学
が
加
え
ら
れ
た
。

「
算
術
・
音
楽
・
古
実
」

以
上
の
授
業
は
定
日
に
時
習
館
で
行
わ
れ
た
が
、
平
日
の
場
合
は
師
範
の
自
宅
で
行
わ

れ
た
。

「
馬
術
・
居
合
・
薙
刀
・
剣
術
・
槍
術
・
砲
術
・
射
術
・
軍
学
・
柔
術
・
棒
・
野
太
刀
・

陣
貝
太
鼓
」

「
犬
追
物
」

「
游
泳
」⒀

時
習
館
で
使
用
さ
れ
た
教
科
書
に
つ
い
て
は
、『
熊
本
県
教
育
史
』
中
に
、
以
下
の
記
述
が

見
出
さ
れ
る
。

○
孝
經
大
學
中
庸
論
語
孟
子
及
五
經
等
の
素
讀
は
、
之
を
句
讀
齋
に
於
て
授
け
、

○
概
ね
左
傳
を
獨
讀
し
得
る
程
度
に
及
ん
で
之
を
蒙
養
齋
に
移
し
、

○
稍
、
文
義
を
解
す
る
も
の
を
選
ん
で
、
更
に
之
を
講
堂
に
轉
昇
さ
せ
る
。

　

�

爾
後
文
選
、
國
語
、
史
記
、
漢
書
、
綱
鑑
、
通
鑑
等
各
其
の
欲
す
る
所
に
随
つ
て
獨

修
し
め
、
小
學
、
近
思
録
、
四
書
、
五
經
及
左
傳
等
の
會
讀
は
、
訓
導
之
を
掌
り
、

各
書
籍
を
定
め
講
義
し
て
生
徒
に
聴
か
し
め
、
或
は
生
徒
に
講
義
又
は
討
論
等
を
命

ず
る
こ
と
と
し
た
…
…⒁

。

　

以
上
の
時
習
館
の
教
科
内
容
か
ら
は
、
学
問
研
究
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
武
士
の
職
分

を
教
育
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
読
み
取
れ
る
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
時
習
館
で
の
教
育

は
読
書
や
武
術
に
偏
っ
て
お
り
、
武
士
が
自
己
の
生
活
を
理
論
的
に
理
解
す
る
た
め
の
内
容

は
乏
し
か
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、『
孝
経
』『
大
学
』『
中
庸
』『
論
語
』『
孟
子
』

の
素
読
、『
左
伝
』
の
独
読
、
さ
ら
に
『
文
選
』
や
『
近
思
録
』『
四
書
』
な
ど
、
生
徒
の
好
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む
書
籍
に
応
じ
て
会
読
を
行
う
と
い
っ
た
そ
の
教
育
内
容
か
ら
は
、
時
習
館
に
お
け
る
経
典

理
解
を
中
心
と
す
る
議
論
の
方
向
が
窺
え
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
時
習
館
の
教

育
内
容
の
偏
り
を
批
判
し
た
の
が
、
横
井
小
楠
（
一
八
〇
九

－

一
八
六
九
）
で
あ
っ
た
。

　

時
習
館
で
は
国
学
も
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
時
習
館
の
三
代
目
教
授
、
高
本
柴
溟

（
一
七
三
八

－

一
八
一
三
）
は
、
寛
政
四
年
時
習
館
に
新
た
に
「
国
典
科
」
と
い
う
科
目
を

創
設
し
、
国
学
を
導
入
し
た
。
笠
井
に
よ
れ
ば
、
こ
の
授
業
の
内
容
は
記
紀
律
令
や
そ
の
他

の
皇
典
国
書
の
講
義
で
あ
り
、
熊
本
藩
国
学
の
隆
興
の
端
を
開
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が

後
の
肥
後
藩
「
勤
王
党
」
の
淵
源
と
な
っ
た
と
い
う⒂

。
柴
溟
は
科
目
創
設
に
当
た
っ
て
、
以

下
の
意
見
書
を
提
出
し
た
。

御
当
国
の
儀
は
、
以
前
は
井
沢
十
郎
左
衛
門
な
ど
名
高
き
国
学
者
こ
れ
有
り
候
処
、
近

年
一
向
中
絶
仕
り
候
に
付
、
当
年
よ
り
国
学
相
誘
い
、
諸
生
の
内
必
多
度
会
読
等
仕
せ

候
筈
に
御
座
候
処
、
時
習
館
御
間
差
し
支
え
、
そ
の
儀
相
成
り
難
く
御
座
候
、
こ
れ
に

よ
り
頃
日
御
達
申
し
候
、
習
書
斎
建
て
継
ぎ
仰
せ
付
ら
れ
候
は
、
そ
の
内
に
て
少
々
御

間
取
り
分
け
、
国
学
の
所
に
仕
り
度
く
存
じ
奉
り
候
間
、
旁
以
て
御
達
し
申
し
候
通
り

の
間
数
、
御
建
て
継
ぎ
仰
せ
付
ら
れ
下
さ
れ
候
様
、
猶
又
願
い
奉
り
候
、
以
上⒃

。

こ
の
柴
溟
の
意
見
書
か
ら
、
肥
後
に
国
学
者
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
「
名

高
き
国
学
者
」
と
は
辛
島
道
珠
や
井
沢
蟠
龍
、
帆
足
長
秋
な
ど
の
こ
と
で
あ
る
。
中
で
も
、

特
に
長
秋
は
、
本
居
系
国
学
を
肥
後
藩
に
紹
介
し
た
人
物
と
さ
れ
、
時
習
館
の
記
紀
・
律
令

や
歌
・
文
学
の
研
究
は
そ
の
流
れ
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
時
習
館
に
導
入
さ
れ

た
国
学
は
本
居
系
の
国
学
で
あ
っ
た⒄

。

　

以
上
の
よ
う
に
時
習
館
の
教
育
体
制
が
、
儒
学
は
文
献
講
読
主
義
で
、
テ
キ
ス
ト
の
素
読

を
中
心
的
な
学
習
と
し
た
方
法
で
あ
り
、
国
学
も
同
様
に
、
記
紀
や
律
令
、
歌
、
文
学
の
研

究
な
ど
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
時
習
館
の
教
育
は
、
テ
キ
ス
ト
中
心
の
文
献
主
義
的

教
育
だ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
文
政
か
ら
天
保
に
か
け
て
肥
後
に
お
い
て
藩
政
改
革
が
行
わ
れ
た
。
財
政
の

赤
字
や
食
料
値
段
の
上
昇
、
そ
し
て
飢
饉
を
解
消
す
る
た
め
の
対
策
が
、
こ
の
改
革
の
課
題

で
あ
っ
た
。
肥
後
藩
家
老
長
岡
監
物
、
奉
行
下
津
休
也
、
居
寮
生
世
話
役
横
井
小
楠
、
そ
し

て
天
保
八
年
に
居
寮
生
と
な
っ
た
元
田
永
孚
と
荻
昌
国
が
、
こ
の
改
革
の
中
心
的
な
存
在
で

あ
り
、
彼
ら
は
藩
政
の
土
台
と
し
て
あ
っ
た
時
習
館
か
ら
改
革
を
推
進
し
た
。
沼
田
哲
は
こ

の
改
革
に
つ
い
て
、「
主
た
る
目
的
を
居
寮
制
度
の
改
革
に
置
き
、
藩
政
に
役
立
つ
人
材
の

育
成
と
い
う
学
校
の
目
的
を
明
確
に
し
、
あ
わ
せ
て
時
習
館
全
体
の
風
潮
の
刷
新
を
め
ざ
す

と
い
う
も
の
で
天
保
八
年
二
月
に
実
現
し
た
。
小
楠
は
こ
の
時
改
革
さ
れ
た
居
寮
の
初
代
寮

長
に
任
命
さ
れ
た
。
…（
中
略
）…
さ
て
入
寮
し
た
永
孚
が
小
楠
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
学
問
の

方
法
（「
為
学
ノ
方
」）
を
尋
ね
た
の
に
対
し
て
、
小
楠
は
「
藩
校
ノ
興
ル
宝
暦
ノ
盛
時
ニ
ア

リ
テ
其
学
ハ
素
ヨ
リ
美
ナ
リ
ト
雖
ト
モ
学
問
正
大
ナ
ラ
ス
、
秋
玉
山
、
徂
徠
ヲ
主
ト
シ
テ
専

ラ
文
辞
ノ
学
、
藪
孤
山
家
学
ニ
由
テ
程
朱
ノ
学
ヲ
唱
ヘ
其
実
ハ
政
事
ノ
才
ナ
リ
、
高
本
以
下

ハ
又
小
ナ
リ
」
と
時
習
館
創
立
以
来
の
学
風
を
秋
山
玉
山
、
藪
孤
山
、
高
本
柴
溟
と
三
代
の

教
授
批
判
の
形
で
行
っ
て
い
る
」
と
い
う⒅

。

　

横
井
小
楠
ら
は
時
習
館
の
学
風
、
そ
し
て
学
校
目
標
と
結
果
と
の
不
一
致
を
、
中
心
的
な

課
題
と
し
、
時
習
館
の
改
革
を
推
進
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

小
楠
が
、
嘉
永
五
年
福
井
藩
の
藩
政
策
の
顧
問
で
あ
っ
た
際
、
学
校
と
政
治
に
つ
い
て
問

わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
藩
主
の
「
教
官
の
撰
、
如
何
な
る
人
に
て
可
然
候
哉
」
と
い
う
問
い

に
対
し
、
小
楠
は
以
下
の
と
お
り
答
え
て
い
る
。

（
前
略
）
…
…
此
に
二
り
之
人
有
之
候
。
一
人
は
知
識
明
に
心
術
正
し
く
候
へ
共
、
経

学
・
文
詩
之
芸
に
達
し
不
申
候
。
一
人
は
篤
実
謹
行
に
候
へ
共
、
知
識
明
な
ら
ず
、
乍

然
経
学
・
文
詩
之
芸
は
格
別
に
有
之
候
。
大
凡
の
心
に
て
は
前
の
人
は
側
用
人
・
奉
行

等
の
役
人
の
撰
び
に
入
り
、
後
の
人
を
能
き
教
授
先
生
と
申
候
。
是
即
体
あ
り
て
用
無

き
を
儒
者
と
心
得
候
後
世
人
心
の
く
る
ひ
に
て
、
其
勢
記
誦
詞
章
の
学
校
に
成
ら
ざ
る

こ
と
不
能
候
…
…
（
後
略
）⒆

。

こ
こ
に
い
う
「
其
勢
記
誦
詞
章
の
学
校
に
成
ら
ざ
る
こ
と
不
能
候
」
は
、
ま
さ
に
時
習
館
で

の
教
育
を
さ
し
て
言
お
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
横
井
小
楠
の
時
習
館
の
教
育
姿
勢
へ
の
批
判
は
、
私
た
ち
を
彼
の
思
想
に
お
い

て
最
も
中
核
的
な
部
分
に
導
く
。
そ
れ
は
学
問
と
実
践
と
の
一
致
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
彼
の

「
実
学
」
の
性
格
で
あ
る
。
そ
れ
は
当
時
の
時
習
館
で
行
わ
れ
た
教
育
の
あ
り
方
、
文
章
研

究
や
「
記
誦
詞
章
」
中
心
の
教
育
に
対
す
る
批
判
と
し
て
表
れ
た
。
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）

に
行
わ
れ
た
元
田
永
孚
と
の
対
談
、『
沼
山
閑
話
』
中
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

宋
の
大
儒
、
天
人
一
体
の
理
を
発
明
し
其
説
論
を
持
す
。
然
れ
ど
も
専
ら
性
・
命
・
道

理
の
上
を
説
て
、
天
人
現
在
の
形
体
上
に
就
て
思
惟
を
欠
に
似
た
り
。
其
天
と
云
ふ
も

多
く
理
を
云
、
天
を
敬
す
る
と
云
も
此
心
を
持
す
る
を
云
ふ
。
格
物
は
物
に
在
る
の
理

を
知
る
を
云
て
、
総
て
理
の
上
・
心
の
上
の
み
専
ら
に
其
天
を
畏
る
ヽ
事
、
現
在
天
帝

の
上
に
在
せ
る
如
く
、
目
に
視
、
耳
に
聞
く
動
揺
・
周
旋
、
総
じ
て
天
帝
の
命
を
受
る

如
く
自
然
に
敬
畏
な
り
。
…
…（
中
略
）…
…
大
儒
を
批
議
す
る
に
は
非
ず
、
後
学
の
も

の
徒
に
理
学
の
説
話
に
の
み
奔
り
て
、
現
在
天
人
一
体
の
合
点
な
け
れ
ば
、
大
源
頭
に

狂
ひ
あ
り
て
事
実
の
上
に
於
て
道
を
得
ざ
る
事
多
し
。
能
々
合
点
致
す
可
き
事
な
り⒇

。
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こ
こ
か
ら
見
る
と
、
小
楠
が
「
総
て
理
の
上
・
心
の
上
の
み
」
と
一
括
に
批
判
し
た
の
は
、

文
章
研
究
に
終
始
し
、
人
間
の
実
際
の
問
題
に
即
し
な
い
学
問
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
は

こ
の
批
判
を
「
宋
の
大
儒
」
朱
子
本
人
に
で
は
な
く
、
む
し
ろ
朱
子
以
降
の
朱
子
学
派
＝「
後

学
」
に
向
け
て
発
し
た
。
小
楠
に
と
っ
て
こ
う
し
た
文
章
研
究
に
終
始
す
る
学
問
姿
勢
は
後

世
の
学
者
が
創
造
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
責
任
は
彼
ら
に
あ
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

小
楠
に
と
っ
て
の
学
問
の
あ
る
べ
き
姿
は
そ
れ
と
は
別
に
確
か
に
あ
り
、
そ
の
立
場
は
、
時

習
館
で
活
躍
し
て
い
た
と
き
か
ら
晩
年
に
い
た
る
ま
で
一
貫
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

一

－

三
　
時
習
館
と
横
井
小
楠
の
思
想
的
原
点

　

源
了
圓
は
横
井
小
楠
の
思
想
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
小

楠
の
思
想
を
、
そ
の
歴
史
主
義
的
思
考
が
鮮
や
か
に
展
開
さ
れ
て
い
る
時
務
論
と
、
そ
の
時

務
論
の
思
想
的
基
盤
を
な
す
か
れ
の
実
学
と
に
分
け
る
…
…
（
後
略
）」�

。
こ
こ
に
い
う
、
小

楠
の
「
歴
史
主
義
的
思
考
＝
時
務
論
」
が
彼
の
「
実
学
」
思
想
を
基
盤
に
し
た
と
す
る
源
の

指
摘
は
重
要
な
点
で
あ
る
。
実
際
、
先
に
引
用
し
た
『
沼
山
閑
話
』
中
で
、
小
楠
は
「
天
人
」

と
「
現
在
」
を
相
互
に
関
係
づ
け
て
用
い
て
い
る
。

　

こ
の
源
の
指
摘
は
、
平
石
直
昭
の
、
小
楠
の
初
期
思
想
に
対
す
る
指
摘
と
も
共
通
す
る
。

平
石
は
以
下
の
と
お
り
述
べ
て
い
る
。「
…
…
（
前
略
）
こ
う
し
て
初
期
小
楠
の
思
想
的
傾

向
は
、
今
日
ま
で
ほ
ぼ
空
白
の
ま
ま
解
明
さ
れ
ず
に
き
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
初

期
と
い
っ
て
も
、
か
り
に
天
保
十
年
を
と
る
と
し
て
彼
は
既
に
三
十
歳
で
あ
り
、
一
般
に
人

間
の
思
想
形
成
に
と
っ
て
最
初
の
三
十
年
間
の
有
し
て
い
る
重
要
性
を
考
慮
す
れ
ば
、
初
期

小
楠
研
究
の
必
要
性
は
納
得
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
私
た
ち
が
「
寓
館
雑
志
」
や

「
遊
学
雑
志
」
を
仔
細
に
検
討
し
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
多
く
の
興
味
深
い
論
点
が
存
在
し

て
お
り
、
後
期
に
至
る
ま
で
そ
の
タ
ー
ム
や
表
現
を
変
化
さ
せ
な
が
ら
、
基
本
的
な
発
想
の

仕
方
の
点
で
首
尾
一
貫
し
て
保
持
さ
れ
続
け
た
思
考
法
や
精
神
態
度
が
、
す
で
に
当
時
の
彼

に
発
酵
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
…
…（
中
略
）…
…
い
か
な
る
人
材
、
良
法
と

い
え
ど
も
そ
の
時
処
の
客
観
条
件
に
適
合
で
な
い
な
ら
ば
、
却
っ
て
弊
害
を
産
む
の
だ
と
い

う
把
握
、
そ
の
意
味
で
広
義
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
政
治
の
第
一
要
諦
と
す
る
着
想
が
存
在
す
る
」�

。

　

源
と
平
石
に
共
通
す
る
横
井
小
楠
の
理
解
は
、
彼
の
「
時
務
論
」
と
後
半
期
の
思
想
と
の

一
貫
性
で
あ
り
、
横
井
小
楠
の
思
想
に
お
け
る
一
定
の
論
理
の
所
在
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
歴

史
主
義
」・「
時
務
論
」
で
示
さ
れ
る
、「
真
理
」
の
不
可
変
的
な
見
方
を
す
る
「
後
世
の
儒
者
」

へ
の
横
井
小
楠
の
批
判
で
あ
る
。
小
楠
の
思
想
の
中
に
お
い
て
「
真
理
」
は
可
変
的
な
も
の

と
し
て
常
に
存
し
、
時
間
や
場
所
に
お
い
て
「
真
理
」
を
見
極
め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う

点
が
、
彼
の
思
想
理
解
に
お
い
て
重
要
に
な
る
の
で
あ
る
。
平
石
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
小
楠

の
「
寓
館
雑
志
」
に
お
け
る
「
郷
党
連
」
の
存
在
に
即
し
て
考
え
て
い
る
。
小
楠
は
当
時
熊

本
肥
後
藩
に
存
在
し
、
対
立
・
対
抗
し
合
っ
た
「
郷
党
連
」
の
背
景
に
思
想
的
問
題
を
読
取

ろ
う
と
し
、「
究
理
し
て
得
た
「
理
」
を
絶
対
的
真
理
と
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
己
を
律
せ

ん
と
し
、
そ
の
結
果
他
者
が
僅
か
で
も
自
己
と
異
な
れ
ば
直
ち
に
そ
れ
は
絶
対
的
誤
謬
と
断

定
さ
れ
、
か
く
て
厳
酷
に
他
者
を
責
め
る
弊
害
が
生
じ
て
い
る
、
と
彼
（
小
楠
）
は
分
析
し

た
」
と
す
る
の
で
あ
る�

。

　
「
小
楠
は
、
学
問
の
場
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
討
論
講
習
」
に
よ
り
「
公
論
」
を
形
成
し
、
為

政
者
の
恣
意
を
制
限
す
る
政
治
制
度
の
確
立
を
も
構
想
し
た
。
そ
れ
は
『
学
校
問
答
書
』
に

示
さ
れ
て
い
る
。
学
校
は
、
君
臣
が
身
分
の
違
い
に
か
か
わ
り
な
く
（「
貴
賎
尊
卑
の
等
」

を
重
視
す
る
象
山
と
は
こ
の
点
で
も
対
照
的
で
あ
る
）、「
政
治
の
得
失
を
討
論
」
す
る
場
、

す
な
わ
ち
「
出
会
所
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
三
代
の
学
校
の
あ
り
方
で
あ
る
」
と
、
苅
部
直
も

小
楠
思
想
に
お
け
る
「
学
問
・
政
治
の
公
共
」
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
が�

、
こ
の
指
摘
も
、

小
楠
の
思
想
の
原
型
、「
時
務
論
」
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
政
治
場
面
に
お
い

て
私
見
の
否
定
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
「
公
共
」
で
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
き
政
治
を
行
う
こ
と

で
あ
る
。
ま
さ
に
、「
究
理
」
し
て
得
ら
れ
た
「
理
」
を
固
定
化
し
絶
対
化
す
る
こ
と
を
拒

絶
す
る
小
楠
の
思
想
の
原
型
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　

横
井
小
楠
の
思
想
の
柔
軟
性
は
こ
う
し
た
「
理
」
へ
の
可
変
的
な
捉
え
方
の
内
に
在
る
。

し
か
し
、
小
楠
に
は
も
う
一
つ
の
顔
が
あ
る
。
源
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
「
儒
者
と

し
て
の
自
覚
」
の
強
さ
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
「
公
共
論
」
や
「
理
」
の
絶
対
化
の
否
定
、

政
治
的
タ
イ
ミ
ン
グ
の
重
要
性
の
主
張
な
ど
、
当
時
に
お
い
て
は
近
代
的
な
発
想
を
有
し
つ

つ
、
小
楠
は
あ
く
ま
で
も
儒
教
の
「
三
代
」
を
理
想
化
し
、
儒
学
を
思
想
的
基
盤
と
し
た
の

で
あ
る
。
こ
の
点
で
横
井
小
楠
は
、
佐
久
間
象
山
ら
幕
末
の
儒
者
と
変
わ
ら
な
い
と
も
い
え

る
。
ま
た
、
源
了
圓
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。「
…
（
前
略
）
そ
し
て
更
に
こ
の
実

学
と
い
ふ
の
は
、
明
治
に
な
っ
て
、
福
澤
諭
吉
、
津
田
真
道
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
功
利
主

義
的
観
点
に
立
つ
実
学
と
違
っ
て
、
政
治
と
道
徳
と
を
根
本
に
於
て
一
致
す
る
と
考
へ
る
儒

教
的
意
識
の
上
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
附
加
し
て
、
幕
末
の
代
表
的
開
明

思
想
家
は
い
づ
れ
も
洋
学
を
直
接
に
学
ぶ
か
、
或
は
洋
学
に
異
常
な
関
心
を
示
す
人
々
で

あ
っ
た
が
、
儒
教
に
対
し
て
批
判
的
態
度
を
持
し
た
明
治
の
啓
蒙
思
想
家
た
ち
と
違
っ
て
、

彼
は
自
覚
的
に
、
儒
教
意
識
の
上
に
洋
学
を
接
合
し
よ
う
と
し
た
（
後
略
）
…
」�

。

　

こ
う
し
て
「
自
覚
的
」
に
あ
ら
た
め
て
選
び
と
ら
れ
た
儒
学
が
、
小
楠
の
思
想
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
の
か
。
そ
れ
は
彼
の
儒
学
へ
の
理
解
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
小
楠

の
思
想
に
お
け
る
儒
学
の
再
構
成
・
再
理
解
に
繋
が
る
も
の
で
あ
る
。
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源
了
圓
は
小
楠
の
思
想
（
実
学
思
想
）
と
儒
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
最
も
特
徴
的
な
も
の

と
し
て
、「
思
・
学
」
の
小
楠
の
理
解
を
挙
げ
て
い
る
。「
論
語
に
言
ふ
と
こ
ろ
の
「
思
而
不

学
則
殆
。
学
而
不
思
則
昏
」
と
い
ふ
言
葉
は
、
思
と
学
と
が
均
し
く
重
要
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
が
、
し
か
も
「
吾
嘗
終
日
不
食
。
終
夜
不
寝
、
以
思
。
無
益
。
不
如
学
也
。」
と

い
ふ
句
は
、
明
ら
か
に
学
の
思
よ
り
も
優
位
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
、

事
実
、
中
国
の
社
会
は
読
書
人
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
小
楠
に

於
け
る
思
と
学
と
の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ら
う
か
。
今
、『
沼
山
対
話
』
に
よ
っ

て
、
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
即
ち
そ
こ
に
於
て
「
古
の
学
は
皆
思
の
一
字
に

在
と
し
ら
れ
候
」
と
さ
れ
、
思
は
心
の
知
学
と
さ
れ
る
。
更
に
、
人
心
の
の
知
学
は
無
限
で

あ
り
、
こ
の
知
学
を
推
し
ひ
ろ
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
下
の
事
物
は
何
一
つ
遺
す
と
こ
ろ

な
く
、
自
分
の
心
に
包
攝
さ
れ
る
。
従
っ
て
思
の
一
字
で
学
問
の
大
端
を
包
む
こ
と
が
出
来

る
。「
中
庸
」
に
言
ふ
と
こ
ろ
の
博
学
明
弁
も
要
す
る
に
思
の
字
の
小
割
れ
に
す
ぎ
な
い
。

思
は
従
っ
て
、
学
に
優
先
す
る
。
論
語
の
開
巻
劈
頭
の
「
学
而
時
習
」
も
「
己
に
思
ひ
思
ふ

て
え
ざ
る
時
に
是
を
古
人
に
照
し
其
理
を
求
む
る
」
も
の
で
あ
っ
て
、
思
は
何
処
ま
で
も
学

に
先
行
す
る
も
の
で
あ
る
。「
思
」
を
伴
は
な
い
読
書
は
帳
面
調
べ
に
す
ぎ
な
い
。
け
っ
き
ょ

く
、
小
楠
に
於
て
は
、
書
籍
は
字
引
に
過
ぎ
な
い
、
と
さ
れ
る
」
と
、
源
は
指
摘
す
る�

。

　

こ
の
源
の
指
摘
は
小
楠
の
思
想
に
お
け
る
「
思
・
学
」
の
問
題
を
明
快
に
示
す
も
の
で
あ

る
。
小
楠
は
、「
学
」
よ
り
「
思
」
を
重
視
し
て
い
た
。
小
楠
に
よ
れ
ば
、「
学
」
と
は
、「
書

調
べ
」
で
あ
り
、「
思
」
は
各
々
物
の
理
を
究
め
、
そ
の
応
用
活
用
を
取
得
す
る
こ
と
で
あ
る
。

『
沼
山
対
話
』
中
で
、「
思
」
と
「
学
」
の
関
係
は
、
以
下
の
よ
う
に
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。

博
学
・
明
弁
共
に
皆
思
の
字
の
小
割
れ
に
て
、
其
実
は
思
の
一
字
に
て
学
問
大
端
を
包

め
り
。
全
体
己
に
思
ふ
の
誠
な
け
れ
ば
、
後
世
の
如
く
、
幾
千
巻
の
書
を
読
候
て
も
皆

帳
面
し
ら
べ
に
な
る
も
の
に
候
。
先
書
は
字
引
と
知
べ
く
候
。
一
通
の
書
を
読
得
た
る

後
は
、
書
を
抛
て
専
ら
己
に
思
ふ
べ
く
候
。
思
ふ
て
得
ざ
る
と
き
に
、
是
を
古
人
に
求

め
書
を
開
き
て
み
る
べ
し
。
心
の
誠
よ
り
物
理
を
求
む
る
処
切
な
れ
ば
、
必
中
夜
に
も

起
て
書
を
閲
す
る
ほ
ど
に
な
る
も
の
に
候
。
右
様
致
し
候
え
ば
我
知
覚
も
日
々
に
ひ
ろ

ま
り
、
学
問
の
正
審
ひ
た
す
ら
増
長
致
す
も
の
な
り
。
己
に
思
は
ざ
れ
ば
学
問
の
益
な

く
、
又
思
ふ
に
、
是
を
古
人
に
照
さ
ヾ
れ
ば
一
己
の
私
智
に
な
る
こ
と
も
ご
ざ
候�

。

右
の
引
用
か
ら
は
次
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
小
楠
は
読
書
に
と
ど
ま
る
学
習
姿
勢

を
批
判
し
た
。
文
献
校
訂
作
業
や
テ
キ
ス
ト
解
釈
な
ど
の
、
か
つ
て
時
習
館
に
も
流
行
し
た

学
習
方
法
も
こ
の
中
に
包
含
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
小
楠
は
読
書
の
後
に
「
思
」
と

い
う
も
の
の
理
を
究
め
、
そ
の
応
用
活
用
を
思
う
学
習
過
程
を
、
従
来
の
学
習
方
法
の
代
品

と
し
て
進
め
た
。
さ
ら
に
、「
又
思
ふ
に
、
是
を
古
人
に
照
さ
ヾ
れ
ば
一
己
の
私
智
に
な
る

こ
と
も
ご
ざ
候
」
と
い
う
よ
う
に
、
人
の
「
思
」
の
結
果
を
必
ず
相
対
化
す
る
過
程
も
必
要

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
も
の
を
極
め
て
得
た
理
を
絶
対
化
し
な
い
こ
と
、
相
対
化
す
る
こ
と

が
小
楠
の
思
想
に
一
貫
し
て
い
た
こ
と
が
こ
こ
か
ら
も
明
ら
か
に
な
る
。

　

以
上
、
横
井
小
楠
の
思
想
の
本
質
を
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
明
ら
か
に
し

て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
小
楠
な
り
の
「
時
務
論
」、
理
の
絶
対
化
へ
の
否
定
、
そ
し
て
自
己

の
相
対
化
と
い
う
彼
の
思
想
の
本
質
で
あ
る
。
こ
う
し
た
思
想
的
営
み
は
小
楠
の
学
問
の
初

期
に
す
で
に
あ
っ
た
。
彼
は
藩
校
時
習
館
に
対
す
る
批
判
的
視
点
を
呈
示
し
つ
つ
、
そ
こ
に

お
い
て
自
己
の
思
想
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。

二
　
青
年
期
元
田
永
孚
の
思
想
形
成

　

で
は
、
少
年
期
の
み
な
ら
ず
、
人
生
の
大
半
が
江
戸
後
期
に
あ
っ
た
元
田
永
孚
の
思
想
は
、

熊
本
肥
後
藩
の
学
問
や
横
井
小
楠
の
思
想
に
影
響
さ
れ
つ
つ
、
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の

だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
そ
れ
を
特
に
少
年
期
に
お
け
る
元
田
の
思
想
形
成
、
初
期
に
時
習
館

に
入
校
し
た
頃
と
そ
れ
以
前
の
彼
の
修
学
活
動
に
着
目
し
、
そ
こ
で
培
わ
れ
た
も
の
が
後
の

元
田
永
孚
の
思
想
に
貢
献
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
思
う
。
こ
の
二
つ
の
場
面
に
着

目
す
る
の
は
、
こ
の
二
つ
の
場
面
が
こ
れ
ま
で
十
全
に
先
行
研
究
で
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
か

ら
で
あ
る
。

二

－

一
　
家
庭
で
の
学
習
と
実
践
教
育

　

時
習
館
に
入
校
す
る
以
前
の
元
田
永
孚
の
修
学
方
法
は
主
に
以
下
の
二
つ
の
方
法
で
行
わ
れ

た
。
一
つ
目
は
家
庭
、
特
に
祖
父
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
。
二
つ
目
は
私
塾
で
の
学
習
で
あ
る
。

　

ま
ず
元
田
永
孚
の
家
庭
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
元
田
永
孚
の
父
は
藩
主
の
小
姓
役
と
し

て
近
侍
し
、
隔
年
に
藩
主
の
参
勤
に
従
い
江
戸
に
赴
い
た
た
め
、
元
田
永
孚
の
教
育
は
ほ
と

ん
ど
祖
父
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
永
孚
は
自
伝
『
還
暦
之
記
』
で
次
の
よ
う
に
回
想
し
た
。

余
三
四
歳
乳
母
ノ
懐
ニ
在
リ
シ
時
ヲ
記
憶
セ
シ
事
ア
リ
ト
雖
ト
モ
分
明
ニ
筆
シ
難
シ
其

能
ク
記
憶
セ
シ
ハ
五
歳
ノ
時
ヨ
リ
ト
ス
此
時
常
ニ
祖
父
祖
母
君
大
叔
姑
ノ
側
ヲ
離
レ
ス

忠
臣
孝
子
猛
将
勇
士
ノ
絵
描
ヲ
看
筆
ヲ
把
リ
テ
其
描
ヲ
写
シ
祖
父
君
大
叔
姑
君
其
談
話

ヲ
為
シ
テ
之
ヲ
聴
カ
シ
メ
夜
ハ
祖
母
君
大
叔
姑
君
ノ
懐
ニ
入
リ
テ
寝
ヌ
如
此
ス
ル
コ
ト

十
歳
ヲ
超
ル
迄
変
ス
ル
コ
ト
ナ
シ�

。

元
田
は
四
歳
～
五
歳
ま
で
の
体
験
を
回
想
し
た
が
、
彼
の
記
憶
に
残
る
の
は
、
家
族
が
日
常

生
活
の
中
に
さ
り
げ
無
く
紹
介
し
た
「
忠
臣
孝
子
猛
将
勇
士
ノ
絵
描
」
で
あ
る
。『
教
学
聖
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旨
』
中
の
元
田
自
身
の
こ
と
ば
を
借
り
れ
ば
、
右
の
回
想
は
ま
さ
に
「
忠
孝
ノ
大
義
ヲ
第
一

ニ
脳
髄
ニ
感
覚
セ
シ
メ
ン
コ
ト�

」
の
証
で
あ
ろ
う
。
元
田
の
幼
児
教
育
（「
小
学
条
目
二
件
」）

の
原
型
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
、
元
田
は
以
下
の
よ
う
に
祖
父
に
つ
い
て
述
べ

て
い
る
。

常
ニ
余
ニ
謂
テ
曰
ク
此
家
ハ
皆
祖
先
ノ
興
シ
玉
フ
家
ナ
リ
子
孫
斯
ク
祿
食
ニ
足
ル
者
ハ

皆
祖
先
御
代
々
ノ
恩
澤
ニ
シ
テ
之
ヲ
賜
フ
ハ
皆
是
国
君
ノ
大
恩
ナ
リ
汝
之
ヲ
忘
ル
ヽ
コ

ト
無
ク
忠
孝
ヲ
篤
ク
セ
ヨ
ト
且
特
ニ
神
明
ヲ
尊
崇
シ
僧
侶
仏
法
ヲ
喜
ハ
ス
曾
祖
母
君 

乃
是
了
院

君 

ヲ 

云 

朝
夕
神
ヲ
拝
ス
ル
ヲ
以
テ
務
ト
ナ
ス
ヨ
リ
吾
家
ノ
風
ト
ナ
リ
壇
ヲ
設
テ
之
ヲ
祭

ル
然
ト
モ
嘗
テ
淫
褻
ノ
弊
ナ
シ
祖
父
君
大
叔
姑
君
毎
朝
起
レ
ハ
先
ツ
神
ヲ
礼
拝
シ
次
ニ

家
ノ
祖
先
代
々
ノ
神
主
ヲ
拝
シ
出
ル
時
ハ
必
ス
告
ケ
入
レ
ハ
亦
告
ク
生
ケ
ル
人
ニ
言
語

ス
ル
カ
如
ク
家
人
ヲ
シ
テ
観
感
惻
怛
自
ラ
孝
誠
ノ
心
ヲ
興
起
セ
シ
ム
ル
ナ
リ
余
ガ
［
マ
マ
］

家
ノ
墳
墓
発
星
山
本
妙
寺
山
内
及
東
光
院
ノ
中
ニ
ア
リ
毎
月
三
回
必
ス
墳
墓
ニ
至
ル
余

七
八
歳
弟
武
雄
五
六
歳
ノ
時
ヨ
リ
親
ラ
提
携
シ
テ
行
ク
ヲ
楽
ミ
ト
ス
里
程
半
里
ニ
過
ク

ル
ヲ
以
テ
稚
歩
ニ
難
ン
ス
往
来
奔
走
シ
或
ハ
躓
キ
或
ハ
倒
ル
祖
父
君
保
護
懇
ロ
ニ
至
ル

塋
域
ニ
至
レ
ハ
則
先
ツ
手
自
ラ
箒
ヲ
執
リ
テ
墓
道
ヲ
掃
ヒ
水
ヲ
洒
キ
香
花
ヲ
供
シ
先
祖

以
下
代
々
ノ
墓
前
ニ
順
次
ニ
拝
謁
ス
第
一
碑
ヲ
指
テ
余
ニ
示
シ
テ
曰
ク
是
汝
カ
家
ノ
先

祖
梅
林
府
君
ノ
墓
ナ
リ
島
原
ノ
賊
ヲ
馘
ス
ル
ハ
此
君
ナ
リ
汝
カ
家
ヲ
再
興
シ
子
孫
血
食

今
ニ
至
ル
ハ
此
君
ノ
恩
ナ
リ
又
第
三
碑
ヲ
指
テ
曰
ク
是
三
代
無
常
府
君
ノ
墓
ナ
リ
汝
カ

家
ヲ
興
隆
シ
職
大
鑒
察
ニ
升
リ
シ
ハ
此
君
ナ
リ
靈
感
公
ヨ
リ
佩
刀
ノ
賜
ヲ
受
ケ
シ
ハ
此

君
ナ
リ
汝
之
ヲ
忘
ル
ヽ
コ
ト
勿
レ
又
曰
ク
此
レ
ハ
某
々
ナ
リ
彼
レ
ハ
某
々
ナ
リ
皆
一
々

指
点
シ
テ
漏
ル
ヽ
コ
ト
ナ
シ
余
是
ニ
由
テ
幼
キ
ヨ
リ
其
言
ノ
骨
ニ
銘
シ
テ
痛
切
ナ
ル
ヲ

覚
ヘ
…
…（
中
略
）…
…
如
此
ス
ル
コ
ト
凡
三
十
年
許
其
誠
悃
篤
行
宛
モ
一
日
ノ
如
キ
ナ
リ�

。

こ
こ
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
元
田
は
家
族
、
特
に
祖
父
祖
母
か
ら
祖
先
へ
の
恩
に
つ
い
て
教

わ
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
日
常
事
が
『
還
暦
之
記
』
と
い
う
自
ら
の
回
想
に
長
文
で
記
述
さ

れ
た
こ
と
は
、
元
田
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
教
諭
・
実
践
が
自
ら
の
人
格
や
思
想
の
形
成
に

貢
献
し
た
と
自
覚
し
た
た
め
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
こ
そ
が
「
回
想
」
と
い
う
こ
と
ば

の
意
味
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
永
孚
の
祖
父
が
い
う
「
是
汝
カ
家
ノ
先
祖
梅
林
府
君
ノ
墓
ナ
リ
島
原
ノ
賊
ヲ
馘

ス
ル
ハ
此
君
ナ
リ
汝
カ
家
ヲ
再
興
シ
子
孫
血
食
今
ニ
至
ル
ハ
此
君
ノ
恩
ナ
リ
又
第
三
碑
ヲ
指

テ
曰
ク
是
三
代
無
常
府
君
ノ
墓
ナ
リ
汝
カ
家
ヲ
興
隆
シ
職
大
鑒
察
ニ
升
リ
シ
ハ
此
君
ナ
リ
靈

感
公
ヨ
リ
佩
刀
ノ
賜
ヲ
受
ケ
シ
ハ
此
君
ナ
リ
汝
之
ヲ
忘
ル
ヽ
コ
ト
勿
レ
」
は
、
祖
先
へ
の
報

恩
を
抽
象
的
概
念
と
し
て
で
は
な
く
、
実
体
の
あ
る
行
動
と
実
体
の
あ
る
対
象
と
し
て
、
祖

父
が
永
孚
に
教
え
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
家
族
か
ら
こ
う
し
た
教
育
を
受
け
た
永
孚
は

「
余
是
ニ
由
テ
幼
キ
ヨ
リ
其
言
ノ
骨
ニ
銘
シ
テ
痛
切
ナ
ル
ヲ
覚
ヘ
」
た
と
し
て
お
り
、
ま
さ

に
こ
う
し
た
家
庭
教
育
の
効
果
は
永
孚
の
人
格
に
非
常
に
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
祖
先
へ
の
報
恩
の
教
育
を
授
け
る
一
方
、
祖
父
が
永
孚
に
教
え
た
学
問
的
な
こ

と
も
あ
る
。
そ
れ
は
次
の
永
孚
の
言
か
ら
窺
え
る
。「
十
歳
ニ
至
リ
テ
始
メ
テ
唐
詩
ヲ
誦
シ

又
論
語
ヲ
読
ム
皆
祖
父
君
ノ
口
授
面
命
ス
ル
所
ナ
リ
」�

。
祖
父
の
詳
細
な
学
習
内
容
の
中
身

に
つ
い
て
永
孚
は
特
に
触
れ
て
い
な
い
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
こ
と
は
、
こ
う
し
た
テ
キ

ス
ト
を
用
い
た
学
習
を
し
な
が
ら
、
同
時
に
永
孚
を
墳
墓
に
連
れ
て
い
き
、
祖
先
へ
の
恩
に

つ
い
て
実
践
的
な
行
動
と
あ
わ
せ
て
永
孚
に
教
え
た
こ
と
で
あ
る
。
永
孚
の
祖
父
が
実
践
し

た
「
祖
先
へ
の
恩
」
と
永
孚
へ
の
『
論
語
』
の
教
授
、
こ
の
二
つ
の
学
習
は
相
矛
盾
せ
ず
に

行
わ
れ
、
工
夫
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

二

－

二
　
私
塾
と
時
習
館
で
の
学
習

　

二

－

一
で
述
べ
た
よ
う
に
、
元
田
は
家
族
か
ら
教
育
を
受
け
る
と
同
時
に
、
熊
本
肥
後
藩

に
あ
る
私
塾
に
通
い
始
め
た
。
そ
の
経
緯
は
「
其
歳
ノ
十
月
始
テ
村
井
先
生
ニ
就
テ
孟
子
ヲ

読
ミ
町
先
生
ニ
就
テ
習
字
ヲ
学
ブ
十
一
歳
ノ
八
月
ニ
至
テ
時
習
館
句
読
斎
ニ
通
学
シ
十
二
歳

ノ
正
月
ヨ
リ
習
書
斎
ニ
出
頭
ス
十
三
歳
ノ
時
井
上
先
生
ニ
就
テ
詩
ヲ
作
ル
コ
ト
ヲ
学
ヒ
十
四

歳
ノ
十
月
官
ノ
賞
典
ヲ
受
ケ
読
書
習
字
作
詩
共
ニ
精
勤
進
歩
ス
ル
ヲ
以
テ
金
二
百
匹
ヲ
賜
ヘ

リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る�

。

　

こ
の
永
孚
の
句
読
師
へ
の
勉
強
を
薦
め
た
の
も
実
は
祖
父
で
あ
っ
た
。「
祖
父
君
常
ニ
余

ニ
謂
テ
曰
ク
人
学
問
セ
ザ
レ
バ
道
理
ニ
暗
シ
文
筆
劣
ケ
レ
ハ
心
志
ヲ
達
セ
ス
我
学
問
ナ
ク
文

筆
拙
シ
之
ヲ
悔
ユ
ト
モ
及
ハ
ス
汝
宜
シ
ク
之
ヲ
務
メ
ヨ
」�

。
も
ち
ろ
ん
、
祖
父
に
よ
る
教
育

も
、
こ
の
私
塾
の
通
学
と
並
行
し
て
い
た
。
そ
の
証
拠
は
以
下
の
元
田
の
言
で
あ
る
。
こ
の

永
孚
の
言
は
、
永
孚
が
通
っ
た
井
上
九
成
と
い
う
詩
の
先
生
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、「
井
上

九
成
先
生
ヲ
師
ト
シ
学
フ
初
メ
境
埜
丈
之
助
君
ハ
祖
母
ノ
妹
ノ
婿
ナ
リ
故
ニ
朝
夕
相
来
往
シ

テ
親
ミ
善
シ
丈
之
助
君
博
識
ノ
君
子
ナ
ル
ヲ
以
テ
祖
父
君
常
ニ
之
ヲ
推
尊
シ
余
ヲ
シ
テ
之
ニ

親
炙
セ
シ
メ
時
々
招
待
シ
テ
其
談
話
ヲ
叩
キ
古
今
聖
賢
豪
傑
忠
臣
孝
子
文
詩
歌
ノ
雅
談
ヲ
尽

シ
テ
余
ニ
傍
聴
セ
シ
メ
テ
見
聞
ヲ
博
メ
シ
ム
」�

。
す
な
わ
ち
、
永
孚
の
祖
父
は
、
自
分
以
外

の
師
を
介
し
て
も
「
古
今
聖
賢
豪
傑
忠
臣
孝
子
」
を
永
孚
に
教
え
込
も
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
も
永
孚
の
祖
父
の
教
育
熱
心
が
確
認
で
き
、
そ
の
教
育
内
容
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ

れ
は
、「
古
今
聖
賢
豪
傑
忠
臣
孝
子
」
や
「
祖
先
へ
の
恩
」
に
関
わ
る
こ
と
が
ら
で
あ
る
。

　

永
孚
は
元
来
、
文
章
に
興
味
を
持
ち
、
祖
父
も
そ
れ
を
奨
励
し
た�

。
そ
の
た
め
こ
の
こ
ろ
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の
永
孚
の
教
育
の
ほ
と
ん
ど
は
文
書
と
詩
の
作
成
な
ど
、
経
典
の
読
書
が
中
心
で
あ
る
。
永

孚
も
度
々
祖
父
と
一
緒
に
書
籍
を
購
入
し
、
読
書
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
文
書
中
心
の

学
習
へ
の
傾
向
の
強
い
永
孚
に
、
彼
の
書
物
へ
の
関
心
を
一
変
さ
せ
た
出
来
事
が
あ
る
。
そ

れ
は
横
井
小
楠
と
の
出
会
い
で
あ
っ
た
。

余
命
ヲ
受
ル
ノ
始
横
井
先
生
ニ
至
リ
拝
命
ノ
旨
ヲ
告
ケ
為
学
ノ
方
ヲ
問
ヒ
タ
ル
ニ
先
生
曰

ク
藩
校
ノ
興
ル
宝
暦
ノ
盛
時
ニ
ア
リ
テ
其
挙
ハ
素
ヨ
リ
美
ナ
リ
ト
雖
ト
モ
学
問
正
大
ナ
ラ

ス
秋
山
玉
山
徂
徠
ヲ
主
ト
シ
テ
専
ラ
文
辞
ノ
学
藪
孤
山
家
学
ニ
由
テ
程
朱
ノ
学
ヲ
唱
ヘ
其

実
ハ
政
事
ノ
才
ナ
リ
高
本
以
下
ハ
又
小
ナ
リ
安
野
ノ
学
吏
才
ヲ
貴
ト
ン
テ
僅
ニ
宋
名
臣
言

行
録
一
部
ヲ
熟
読
ス
ル
ノ
ミ
凡
ソ
学
問
ハ
古
今
治
乱
興
廃
ヲ
洞
見
シ
テ
己
レ
ノ
知
識
ヲ
達

ス
ル
ニ
ア
リ
須
ラ
ク
博
ク
和
漢
ノ
歴
史
ニ
渉
リ
近
小
ニ
局
ス
ヘ
カ
ラ
ス
廿
二
史
ノ
書
等
一

読
ス
ヘ
シ
然
ラ
サ
レ
ハ
経
国
ノ
用
ニ
乏
シ
ク
共
ニ
為
ル
ニ
足
ラ
ス
…
…
（
後
略
）�

。

横
井
小
楠
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、
元
田
の
書
物
中
心
の
学
習
に
大
き
な
衝
撃
が
与
え
ら
れ

た
。
そ
れ
は
書
物
に
よ
っ
て
の
み
為
学
を
す
る
こ
と
へ
の
小
楠
の
批
判
で
あ
る
。
以
降
、
元

田
は
小
楠
に
師
事
し
、
学
問
的
に
も
大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
元
田
が
受
け

た
小
楠
の
思
想
は
、
そ
の
学
問
へ
の
視
野
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
小
楠
が
江
戸
に
遊
学
し
た

と
き
、
柏
木
が
小
楠
の
代
り
に
寮
長
に
な
っ
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
寮
生
の
学
習
を

指
導
し
た
が
、
柏
木
の
「
学
ハ
経
書
章
句
ヲ
主
ト
シ
理
論
考
索
ヲ
専
ニ
シ
」
た
も
の
で
あ
る
、

と
元
田
は
心
の
中
で
批
判
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
元
田
は
登
校
し
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
っ
た
。

　

元
田
が
受
け
た
小
楠
の
思
想
、「
古
今
治
乱
興
廃
ヲ
洞
見
」
は
、
小
楠
の
中
に
お
い
て
大

き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
小
楠
に
と
っ
て
そ
れ
は
、
真
理
の
絶
対
化
へ
の
否
定
に
繋
が
る

も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。
元
田
永
孚
は
、
そ
の
青
年
期
に
二

つ
の
教
育
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
た
。
ま
ず
第
一
に
、
家
族
、
特
に
祖
父
か
ら
の
実
践
的
な

教
育
で
あ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
、
元
田
は
忠
孝
や
祖
先
へ
の
恩
と
い
う
概
念
を
抽
象
的
な
も

の
と
し
て
学
ぶ
の
で
は
な
く
、
祖
先
の
墳
墓
へ
お
参
り
す
る
、
と
い
う
行
動
で
概
念
を
実
体

化
す
る
祖
父
の
訓
導
を
授
け
ら
れ
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
横
井
小
楠
と
出
合
い
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
小
楠
の
学
問
方
法
に
基
づ
く

教
育
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
書
物
好
き
の
元
田
永
孚
に
そ
の
書
物
そ
の
も
の
へ
の
捉

え
方
を
変
化
さ
せ
た
「
事
件
」
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
教
育
と
そ
の
内
容
が
、「
実
践
」
と
「
抽

象
概
念
の
実
体
化
」
と
い
っ
た
相
関
し
た
思
想
体
験
と
な
っ
て
、
彼
の
内
に
結
実
し
て
い
た

の
だ
と
い
え
よ
う
。

元
田
永
孚
の
思
想
形
成
と
小
楠
の
思
想
の
継
承

－

終
わ
り
に
か
え
て

－

　

元
田
永
孚
は
小
楠
か
ら
「
為
学
」
に
つ
い
て
啓
発
を
さ
れ
て
か
ら
、
自
ら
の
状
況
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

是
ヨ
リ
専
ラ
先
生
ニ
就
テ
講
学
シ
自
ラ
謂
ラ
ク
経
書
ハ
人
道
ノ
軌
範
忠
孝
仁
義
ハ
吾
心

ノ
素
定
ス
ル
所
其
事
実
ニ
運
用
シ
家
国
ニ
達
ス
ル
ハ
識
眼
ヲ
歴
史
ニ
注
ク
ニ
ア
リ
詩
ハ

性
情
ヲ
言
フ
既
ニ
好
ム
所
文
ヲ
学
ン
テ
以
テ
吾
蘊
ス
ル
所
ヲ
発
暢
ス
ヘ
シ
之
ヲ
以
テ
居

寮
三
年
ノ
学
ト
決
シ
必
ス
成
ス
所
有
ン
ト
因
テ
専
ラ
歴
史
ヲ
読
ミ
文
章
ヲ
学
フ
歴
史
ハ

先
生
ト
会
読
シ
一
文
ヲ
作
レ
ハ
必
ス
先
生
ノ
批
閲
ヲ
受
ク�

右
の
引
用
を
見
る
と
、
横
井
小
楠
と
面
会
し
て
か
ら
、
元
田
の
学
問
へ
の
志
が
固
ま
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
横
井
小
楠
の
学
問
方
法

－

歴
史
の
移
り
変
わ
り
を
重
視
す
る
こ
と
、

「
古
今
治
乱
興
廃
ヲ
洞
見
」－

を
継
承
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
右
の
引
用
に
も
、「
忠

孝
仁
義
」
と
い
う
明
治
期
に
お
け
る
元
田
の
思
想
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
現
れ
て
い
る
。
彼
は
、

「
忠
孝
仁
義
」
と
は
「
吾
心
ノ
素
定
ス
ル
所
」
だ
と
考
え
た
。
さ
ら
に
、
経
典
に
対
す
る
捉

え
方
も
、
こ
の
引
用
か
ら
窺
え
る
。
そ
れ
は
「
経
書
ハ
人
道
ノ
軌
範
」
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
、
特
に
「
忠
孝
仁
義
」
を
「
運
用
シ
家
国
ニ
達
ス
ル
」
こ
と
を
目
指

し
た
。
最
後
に
、
元
田
は
こ
れ
ら
の
理
論
の
基
礎
と
し
て
、
小
楠
か
ら
学
ん
だ
「
歴
史
ニ
注

ク
」
理
論
を
置
い
た
。

　

元
田
の
、
国
家
の
運
用
の
た
め
に
「
忠
孝
仁
義
」
を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
す

る
思
考
の
原
点
と
し
て
、
以
下
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
祖
父
か
ら
い
つ
も
「
家
ハ

皆
祖
先
ノ
興
シ
玉
フ
家
ナ
リ
子
孫
斯
ク
祿
食
ニ
足
ル
者
ハ
皆
祖
先
御
代
々
ノ
恩
澤
ニ
シ
テ
之

ヲ
賜
フ
ハ
皆
是
国
君
ノ
大
恩
ナ
リ
汝
之
ヲ
忘
ル
ヽ
コ
ト
無
ク
忠
孝
ヲ
篤
ク
セ
ヨ
」
と
す
る
教

訓
で
あ
る
。
そ
し
て
二
つ
め
は
、
小
楠
の
「
為
学
」
理
論
を
通
じ
て
、
本
来
の
時
習
館
の
目

的
と
現
状
お
よ
び
そ
の
目
標
を
再
確
認
し
た
小
楠
の
批
判
思
想
、
こ
の
一
連
の
出
来
事
を
受

け
た
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
祖
父
の
教
育
と
小
楠
の
思
想
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
た
元
田
の
思
想
は
、
明
治
期

に
至
っ
て
更
に
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
こ
こ
で
は
明
治
一
五
年
に
著
さ

れ
た
元
田
の
『
学
制
に
つ
き
勅
諭
拝
承
覚
』
を
取
上
げ
た
い
。
特
に
そ
の
拝
承
覚
の
中
の
小

学
生
に
教
え
る
べ
き
科
目
に
つ
い
て
注
目
し
た
い
。

…
…
（
前
略
）
今
従
来
の
米
英
に
偏
せ
し
も
の
を
洗
除
し
、
小
学
修
身
科
道
徳
を
主
と

し
て
専
ら
尊
王
愛
国
の
精
神
を
養
成
せ
ん
が
為
め
に
歴
史
科
に
於
て
は
、
我
国
史
の
外

漢
洋
共
に
用
ひ
ざ
る
が
如
き
最
其
宜
き
を
得
た
り
と
す
。
…
…
（
後
略
）�

。
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明
治
初
期
元
田
の
議
論
に
も
、
歴
史
へ
の
重
視
と
「
忠
孝
仁
義
」

－

右
の
引
用
に
は
「
尊
王

愛
国
」
に
変
容

－

が
読
取
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
元
田
永
孚
の
思
想
形
成
に
幼
い
頃
の
祖
父
教
育
と
横
井
小
楠
の
思
想
が

大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
彼
の
青
年
期
の
体
験
を
論
理
的
な
枠
組
み
を
付
け

た
の
は
横
井
小
楠
の
思
想
で
あ
る
。
で
は
、
こ
う
し
た
思
想
的
基
盤
を
形
成
し
た
元
田
が
明

治
期
に
入
っ
て
ど
の
よ
う
な
新
た
な
思
想
的
展
開
を
と
げ
た
の
か
。
そ
れ
が
次
の
検
討
課
題

と
な
る
。

【
注
】

⑴　

筆
者
の
知
る
限
り
、
近
世
後
期
に
お
け
る
元
田
永
孚
の
思
想
形
成
に
つ
い
て
議
論
し
た
研
究
は
、
沼
田

哲
『
元
田
永
孚
と
明
治
国
家
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
の
み
で
あ
る
が
、
沼
田
哲
も
、
元
田
と

横
井
小
楠
と
の
出
合
い
、
そ
し
て
熊
本
実
学
党
の
結
成
な
ど
、
近
世
後
期
に
お
け
る
元
田
の
思
想
形
成

に
つ
い
て
論
じ
な
が
ら
、
そ
の
前
半
期
に
は
多
少
し
か
触
れ
て
い
な
い
。

⑵　

新
熊
本
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
新
熊
本
市
史
』
通
史
編
第
四
巻
「
近
世
Ⅱ
」、
熊
本
市
、
一
九
九
四
年
、

七
八
八
頁
。

⑶　

新
熊
本
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
新
熊
本
市
史
』
通
史
編
第
四
巻
「
近
世
Ⅱ
」、
熊
本
市
、
一
九
九
四
年
、

八
〇
〇
頁
。

⑷　

同
右
、
八
六
〇
頁
。

⑸　

以
下
は
、『
新
熊
本
市
史
』
通
史
第
四
巻
「
近
世
Ⅱ
」、
前
掲
、
八
六
三
頁

－

八
六
四
頁
お
よ
び
笠
井

助
治
『
近
世
藩
校
に
於
け
る
学
統
学
派
の
研
究
』
下
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
〇
年
、
一
七
二
二
頁

－

一
七
六
〇
頁
か
ら
作
成
し
た
熊
本
肥
後
藩
の
主
な
私
塾
と
そ
の
設
立
者
ま
た
は
校
主
・
校
長
の
名
簿

で
あ
る
。
①
藪
塾

－

藪
孤
山
（
時
習
館
二
代
目
教
授
）、
②
富
田
塾

－

富
田
大
淵
（
再
春
館
教
授
）、

③
高
本
敬
蔵
（
時
習
館
三
代
目
教
授
）、
④
古
閑
塾

－

宮
田
壷
隠
（
時
習
館
助
教
）、
⑤
大
城
塾

－

大
城

多
十
郎
（
時
習
館
助
教
）、
⑥
辛
島
塾

－
辛
島
才
蔵
（
時
習
館
四
代
目
教
授
）、
⑦
近
藤
塾

－

近
藤
英
助

（
時
習
館
五
代
目
教
授
）、
⑧
月
田
塾

－
月
田
鉄
太
郎
（
時
習
館
助
教
）、
⑨
小
楠
塾

－

横
井
小
楠
（
時

習
館
居
寮
長
）、
⑩
林
塾

－

林
藤
次
（
時
習
館
講
師
・
国
学
科
）、
⑪
桜
田
塾

－

桜
田
惣
次
郎
、
⑫
牛
田

塾

－

牛
田
伍
一
郎
、
⑬
平
田
塾

－
平
田
子
之
八
、
⑭
栃
原
塾

－

栃
原
助
之
進
（
時
習
館
助
教
）、
⑮
尾

池
塾

－

西
山
大
衛
、
⑯
木
下
塾

－
木
下
韡
村
（
時
習
館
助
教
）。

⑹　

同
右
、
通
史
第
四
巻
「
近
世
Ⅱ
」、
七
八
七
頁
。

⑺　
「
時
習
館
学
規
」
は
同
右
、
史
料
編
第
三
巻
「
近
世
Ⅰ
」、
九
一
一

－

九
二
〇
頁
、
所
収
。
原
文
は
漢

文
、
書
下
し
は
『
新
熊
本
市
史
』
に
よ
る
も
の
を
使
用
。
以
下
同
。

⑻　

同
右
、
七
八
九
頁
。
熊
本
県
教
育
会
編
『
熊
本
県
教
育
史
』、
臨
川
書
店
、
一
九
七
五
年
、
上
巻
、

三
六

－

三
八
頁
も
参
照
。

⑼　

笠
井
助
治
『
近
世
藩
校
に
於
け
る
学
統
学
派
の
研
究
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
〇
年
、
下
巻
、

一
七
一
七
頁
。

⑽　
『
新
熊
本
市
史
』
史
料
編
第
三
巻
「
近
世
Ⅰ
」、
前
掲
、
九
一
五
頁
。

⑾　

同
右
、
九
一
五

－

九
一
七
頁
。

⑿　
『
近
世
藩
校
に
於
け
る
学
統
学
派
の
研
究
』、
前
掲
、
一
七
三
〇
頁
。

⒀　
『
熊
本
県
教
育
史
』、
前
掲
、
四
五

－

四
六
頁
を
参
照
に
し
、
さ
ら
に
『
新
熊
本
市
史
』
史
料
編
第
三

巻
「
近
世
Ｉ
」
に
所
収
の
「
時
習
館
学
規
」
や
笠
井
助
治
『
近
世
藩
校
に
於
け
る
学
統
学
派
の
研
究
』、

前
掲
、
一
七
一
七

－
一
七
六
〇
頁
を
参
照
し
作
成
し
た
。

⒁　
『
熊
本
県
教
育
史
』、
前
掲
、
四
六
頁
。

⒂　
『
近
世
藩
校
に
於
け
る
学
統
学
派
の
研
究
』、
前
掲
、
一
七
三
五
頁
。

⒃　
『
新
熊
本
市
史
』
通
史
編
第
四
巻
「
近
世
Ⅱ
」、
前
掲
、
八
四
六
頁
。

⒄　

同
右
。

⒅　

沼
田
哲
『
元
田
永
孚
と
明
治
国
家
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
、
三
〇
頁
。

⒆　

横
井
小
楠
「
学
校
問
答
書
」（『
日
本
思
想
体
系
』
第
五
五
巻
「
渡
辺
崋
山
・
高
野
長
英
・
佐
久
間
象
山
・

横
井
小
楠
・
橋
本
左
内
」、
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
、
四
三
二
頁
。

⒇　
「
沼
山
閑
話
」（『
日
本
思
想
体
系
』、
前
掲
、
五
一
三

－

五
一
四
頁
。

�　

源
了
圓
「
横
井
小
楠
の
実
学

－

幕
末
思
想
史
の
一
断
面

－

」（『
哲
学
研
究
』、
京
都
哲
学
会
、
第

三
七
巻
第
四
三
三
号
、
一
九
五
六
年
、
四
三
頁
。

�　

平
石
直
昭
「
横
井
小
楠
研
究
ノ
ー
ト

－

思
想
形
成
に
関
す
る
事
実
分
析
を
中
心
に

－

」（『
社
会
科
学

研
究
』、
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
、
第
二
四
巻
第
五
・
六
号
、
一
九
七
三
年
、
二
〇
二
頁
）。

�　

同
右
、
二
〇
三
頁
。
ま
た
、
平
石
は
小
楠
研
究
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
「
視
点
の
相

対
化
」
と
し
、
そ
れ
は
「
す
な
わ
ち
、
自
己
が
「
究
理
」
し
て
え
た
「
理
」
を
排
他
的
に
絶
対
視
す
る

た
め
に
、
そ
う
し
た
主
体
自
身
と
し
て
は
「
不
得
不
潔
其
行
」
で
あ
る
と
共
に
、
他
方
で
他
者
に
対
し

て
は
自
己
と
ひ
と
し
く
「
其
行
」
を
「
潔
」
に
す
る
よ
う
に
強
制
せ
ざ
る
を
え
ず
、
こ
こ
に
他
に
対
す

る
「
酷
以
責
人
」
め
る
リ
ゴ
リ
ス
チ
ッ
ク
な
対
他
態
度
が
現
出
す
る
。
し
か
も
実
際
に
は
そ
の
「
理
」
は
、

一
方
が
「
究
理
」
し
て
え
た
主
観
的
な
「
理
」
に
す
ぎ
ず
、
し
た
が
っ
て
他
方
も
「
究
理
」
し
て
自
己

の
「
合
理
」
性
を
や
は
り
主
観
的
に
主
張
し
う
る
か
ら
、
か
く
し
て
相
対
立
す
る
「
朋
党
」
双
方
が
、

と
も
に
自
己
の
排
他
的
な
「
合
理
」
性
を
確
認
し
う
る
こ
と
に
な
る
」
と
す
る
（
平
石
直
昭
「
主
体
・

天
理
・
天
帝
（
一
）

－

横
井
小
楠
の
政
治
思
想

－

」（『
社
会
科
学
研
究
』、
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
、

第
二
五
巻
第
五
号
、
一
九
七
四
年
、
四
二
頁
）。

�　

苅
部
直
「『
利
欲
世
界
』
と
『
公
共
之
政
』

－

横
井
小
楠
・
元
田
永
孚

－

」（『
国
家
学
会
雑
誌
』、
第

一
〇
四
巻
第
一
・
二
号
、
一
三
二
頁
）。

�　

源
了
圓
「
小
楠
の
実
学
」、
前
掲
、
四
三
頁
。

�　

同
右
、
四
六
頁
。

�　
「
沼
山
対
話
」（『
日
本
思
想
体
系
』、
前
掲
、
四
九
七
頁
）。

�　
『
還
暦
之
記
』（
海
後
宗
臣
、
元
田
竹
彦
編
『
元
田
永
孚
文
書
』
第
一
巻
「
自
傳
・
日
記
」、
元
田
文

書
研
究
会
、
四
頁
。

�　
『
教
学
聖
旨
』
と
「
小
学
条
目
二
件
」
は
、
加
藤
周
一
ほ
か
編
『
日
本
近
代
思
想
体
系
』
第
六
巻
「
教

育
の
体
系
」、
七
八
頁

－

七
九
頁
に
所
収
の
も
の
を
使
用
し
た
。

�　
『
還
暦
之
記
』、
前
掲
、
六
頁
。

�　

同
右
、
四
頁
。

�　

同
右
。

�　

同
右
、
九
頁
。

�　

同
右
。

�　

同
右
、
一
〇
頁
。

�　

同
右
、
二
一
頁
。

�　

同
右
、
二
一
頁
。

�　

海
後
宗
臣
『
元
田
永
孚
』、
文
教
書
院
、
一
九
四
二
年
、
原
典
編
、
一
二
一
頁
。
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Formation of Motoda Nagazane’s Thought: 
Related to Education in Late Edo Period of Higo

Andy Bangkit Setiawan

Abstract: This study aims to reconstruct formation of Emperor Meiji’s educator, Motoda 
Nagazane especially in his youth related to education style and system in late Edo period 
in Higo Kumamoto Prefecture.　Main topic in this study is to know how Motoda Nagazane’
s thought built in his youth which will be the basic of his thought in his activity in Meiji 
period.　It is shown by this study that Motoda Nagazane thought formed at least by two 
factors: His grandfather daily education and school reformation in Jishukan held by Yokoi 
Shonan.　These two factors gave contribution in Motoda Nagazane thought formation.  
Nagazane learnt from his grandfather, that a person should respect his ancestor and those 
ancestor were gave their loyalty to their sovereign.　This character fixed in Nagazane. 
From Yokoi Shonan, he learnt that “think” is the base of knowledge, and learning is to 
“think”.　By this concept, Nagazane learnt that truth is transformable.

　Key words: Motoda Nagazane, Yokoi Shonan, Jishukan, thought formation
　キーワード：元田永孚、横井小楠、時習館、思想形成


